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土
屋　
知
紀

池
上　
文
夫

日
本
共
産
党

市　
民　
連　
合

問

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

は
現
在
、
中
学
生
ま
で
拡
充
し
て
い

る
自
治
体
は
、
通
院
で
は
９
９
６
、

入
院
１
２
０
０
自
治
体
、
高
校
生
ま

で
は
、
通
院
は
２
６
９
、
入
院
２
８

６
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

問

①
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

に
お
け
る
、
課
題
の
あ
る
未
着
手
箇

所
に
つ
い
て
改
善
の
見
通
し
は
。

②
国
道
２
号
松
永
道
路
の
全
線
４
車

線
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

③
福
山
道
路
の
整
備
促
進
は
。

問

①
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
選
定
に
つ
い
て
、市
は
８・

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲
の
保
存
方
針

建
造
物
の
特
定
、
地
区
内
の
管
理
、

防
災
施
設
、
環
境
整
備
な
ど
の
計
画

を
定
め
、
文
化
庁
へ
計
画
を
申
し
出

る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
、
保
存
地

区
の
範
囲
拡
大
を
求
め
る
。

②
雁
木
、
焚
場
、
常
夜
灯
、
波
止
、

船
番
所
の
港
湾
５
点
セ
ッ
ト
が
現
存

し
て
い
る
の
は
全
国
で
も
鞆
の
浦
だ

　
本
市
は
、
通
院
は
２
０
０
４
年
に

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
に
、
入
院
は

２
０
０
５
年
に
小
学
３
年
生
か
ら
小

学
校
卒
業
ま
で
に
広
げ
て
以
来
12
年

間
、
制
度
を
拡
充
し
て
い
な
い
。
制

度
の
拡
充
を
英
断
す
る
こ
と
。

け
で
あ
り
、
国
の
史
跡
の
指
定
を
め

ざ
す
こ
と
。

答

本
制
度
は
、
本
来
、
国
が
責
任

を
も
っ
て
構
築
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
全
国
一
律

の
制
度
と
し
て
創
設
す
る
よ
う
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
国
に
強
く
要
望
す
る
。

　
制
度
の
拡
充
は
、
国
の
動
向
を
踏
ま

え
、
２
０
１
７
年
度
に
実
施
す
る
「
子

ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
」
の
結
果
を
分

析
す
る
中
で
、
検
討
す
る
。

答

①
「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
・
団
体

お
よ
び
地
域
関
係
者
に
よ
る
危
険
箇
所

の
合
同
点
検
を
２
年
ご
と
に
行
い
、
計

画
的
に
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
未
着

手
箇
所
に
つ
い
て
は
、
再
度
、
合
同
点

検
を
行
う
な
ど
対
策
案
を
見
直
し
、
早

急
に
対
策
を
講
じ
る
。

②
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
交

通
を
確
保
し
、
交
通
事
故
の
減
少
な
ど

も
期
待
し
て
い
る
。

③
整
備
促
進
を
加
速
化
す
る
た
め
、
行

政
、
議
会
、
経
済
界
の
代
表
者
で
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
を
立
ち
上
げ
、
国
に

対
し
、
よ
り
効
果
的
に
働
き
か
け
を
行

う
。

答

①
ま
ず
は
、
江
戸
時
代
、
明
治

時
代
な
ど
の
古
い
建
造
物
が
密
集
し
て

残
り
、
港
湾
施
設
と
と
も
に
港
町
の
特

徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
８ 

・
６
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
つ
い
て
、
保
存
計
画
を
策
定
し

重
伝
建
選
定
に
つ
な
げ
、
保
存
地
区
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
向
け
た
検

討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
、
県
が
老
朽
化
し
た
雁
木
の
復

元
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
並
行
し
て
県

と
市
が
共
同
で
発
掘
調
査
を
行
い
、
文

化
財
と
し
て
の
価
値
を
調
査
し
て
い
る
。

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
と

幹
線
道
路
網
の
整
備
促
進
を

鞆
の
重
伝
建
指
定
と
港
湾
５
点

セ
ッ
ト
の
国
史
跡
指
定
を

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

問

２
０
１
７
年
度
、
子
ど
も
の

貧
困
実
態
の
調
査
や
、
健
全
育
成
事

業
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
は

大
い
に
評
価
す
る
。
子
ど
も
の
貧
困

は
、
そ
の
保
護
者
の
困
窮
な
ど
生
活

全
般
の
課
題
で
あ
る
。

　
実
態
調
査
の
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
対
象
範
囲
は
。

答

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
貧
困
の

実
態
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、

連
鎖
を
断
ち
切
る
方
法
を
推
定
し
う
る

調
査
内
容
と
な
る
よ
う
、
関
係
課
や
県

と
連
携
す
る
。
調
査
は
、
小
学
５
年
生

お
よ
び
中
学
２
年
生
が
い
る
世
帯
か
ら

抽
出
し
た
児
童
生
徒
お
よ
び
そ
の
保
護

者
を
対
象
と
し
、
調
査
項
目
は
県
が
定

め
た
共
通
項
目
に
、
本
市
の
独
自
項
目

を
加
え
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
県
と
足
並
み
を

揃
え
、
７
月
中
に
調
査
票
の
配
布
、
回

収
を
行
う
予
定
で
、
調
査
結
果
は
２
０

１
８
年
３
月
に
公
表
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を


